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地域振興協議会

※活動のテーマや活動主体はあくまで一例です

色んな人に出番がありそれぞれの持ち味を発揮し、
連携・協力し合って地域ごとの課題に取り組み、住みよい地域づくり

「地域振興協議会」を通じた地域コミュニティの活性化について

　地域には、様々な活動団体があ
り、これらを一つの組織と捉えた
ものが「地域振興協議会」です。
　地域内の団体が世代や立場等
の枠を超えて連携することで、　　
それぞれの活動がさらに活性化
するとともに、地域住民の顔が見
える関係を築くことにより、地域
の一体感や日常生活での　
安心感を作りあげることを目的
としています。
　この協議会の設置は市が強制
するものではなく、協議会の名称
や活動内容などは、地域の特性
にあった形で自由に決めてもらっ
ています。
　少子高齢化が進み、人口が減っ
ても、地域の住民が参加し、協働
することによって、より長く活動を
続けていくことが可能になると考
え、臼杵市はそれぞれの地域の活
動を支援しています。

【地域コミュニティ事業助成金】

地域振興協議会が行う地域活動に対して助成し、新たな活動のきっかけづくりや、さらなる取組の推進を図ります。助成の対象となる内容には、

地域住民を対象に行う事業（継続事業も含む）に対する補助や、地域外との交流や自主財源などを生み出す先進的な事業に対する補助等が

あります。地域活動は自主財源で行うことが原則であることから、人件費や食糧費などは対象外となります。
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地域振興協議会が持つ「機能」と「役割」のイメージ

地域振興協議会

地
区
自
治
会

団体がまとまる

住
民
が
ま
と
ま
る

地域活性
・多世代での交流や賑わいの場づくり

・地域ごとの魅力の再発見や広報活動

・持続性を高めるための財源確保　　…等　　　　　　　　

連絡事務
・区長会や構成団体の事務的な補助

・地域住民の身近な相談窓口

・関係機関や他地域との連絡調整　…等

社会教育
・研修会など学びの機会の実施

・イベントや団体活動の支援 　…等

【地域づくりを
　　　継続するための
　　　　　　3つの役割】

【地域づくりを実践するための２つの機能】

協議機能
・地域の課題を把握し、解決法を検討する

・地域のビジョンを話し合う　　　　　…等　　　　　　　　

実行機能
・課題を解決するための活動を展開する

・地域に必要な活動を実践する　　　　…等　　　　　　　　
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令和8年度　臼杵市の地域別人口等について

　 地域名 協議会名 設立 自治会数 世帯数 人口 うち65歳以上 高齢化率

1 下ノ江地区 下ノ江地区ふれあい協議会 平成21年10月 11 592 1,208 578 47.8%

2 田野地区 田野地区振興協議会 平成21年10月 26 440 911 499 54.8%

3 南野津地区 寺子屋ん会 平成22年 4月 26 632 1,306 690 52.8%

4 下南地区 振興協議会たていし 平成22年 7月 11 1,167 2,655 1,042 39.2%

5 上北地区 上北地区地域振興協議会 平成22年10月 11 506 1,073 491 45.8%

6 戸上地区 戸上地区振興協議会 平成23年 3月 15 284 651 301 46.2%

7 海辺地区 あまべ振興協議会 平成23年 4月 12 1,150 2,208 1,015 46.0%

8 西神野地区 西神野地域活性化推進協議会 平成23年 4月 2 26 45 27 60.0%

9 南津留地区 南津留地区地域振興協議会 平成24年 2月 29 636 1,289 693 53.8%

10 上浦・深江地区 上浦・深江振興協議会 平成25年 5月 12 541 987 619 62.7%

11 市浜地区 市浜地区振興協議会 平成26年 3月 15 3,557 7,477 2,575 34.4%

12 佐志生地区 さしう地区地域振興協議会 平成27年 3月 4 458 873 532 60.9%

13 都松地区 都松地区振興協議会 平成27年 3月 11 174 362 199 55.0%

14 下北地区 下北地区振興協議会 平成27年 9月 31 1,307 2,979 1,173 39.4%

15 中央地区 中央地区振興協議会 平成27年10月 26 2,370 4,358 1,729 39.7%

16 南部地区 南部地区振興協議会 平成30年10月 9 1,170 2,348 886 37.7%

17 川登地区 川登地区振興協議会 平成31年 3月 20 437 893 502 56.2%

18 野津地区 野津地区振興協議会 令和2年9月 29 918 1,912 755 39.5%

臼杵市全域 300 16,365 33,535 14,306 42.7%

令和8年3月末時点
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「地方創生」と「ふるさと住民登録制度」について

○ 「地方創生」とは、人口減少や東京一極集中を正して、地方を活性化していくための取り組み。

○ 令和８年度内に、総務省が地方創生施策として創設した「ふるさと住民登録制度」が本格運用される予定。この取り組みは、特定の市町
村に住民票を移していなくても、その土地に愛着を持つ人を「第二の住民として公式に登録・認定する」という仕組み。

○ ふるさと住民登録制度は、「住んでいなくても、臼杵を共に創る仲間」を全国に育む画期的な地方創生の仕組みとして、新しい活力と多
様な未来をもたらします。
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臼杵市における「担い手活動を軸にした関係人口の拡大」について

○ 人口減少に伴う担い手不足を解消し、地域コミュニティの発展的持続を図るため、ふるさと住民登録制度等を利活用し、関係人口の拡
大による地域課題の解決に資する取組をコーディネートするための人材が必要

○ 令和8年度内の「ふるさと住民登録制度アプリ」の本格運用を見据え、登録者の「担い手活動」について、地域振興協議会を構成する自
治会や活動団体、地元企業、福祉分野等が主体となって行う課題の解決をサポートするためのコーディネート人材を配置し、活動等の
発展的継続に向けた実証を行いながら、取組を展開するためのプロセスやノウハウを確立する必要がある

【地域振興協議会：RMO】

　・ 担い手不足を解消したい

  ・ 地域を活性化したい

  ・ イベント等に力を貸してほしい ...等

【福祉分野】

社会参加の場づくり

地域共生社会の実現

【コーディネート人材】

・ 登録者と受け入れ団体のマッチング

・ 情報収集、行政との調整

・ 地元企業や福祉分野との連携促進

【住宅等の支援】

空き家・空き店舗の活用

賃貸事業者との連携

ワーキングスペース

【定住等の支援】

新婚生活、婚活の応援

補助金等の充実

・ ニーズのプログラム化

・ 対象イベントの管理

・ ニーズの伝達

・ イベント実施

・ 登録

・ イベント申込
・ 情報発信

　→ 新たな登録者の確保

　→ 臼杵市のPR活動
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